
No. 103

21 -st1- 9
18 -2nd- 8
24 -3rd- 9
24 -4th- 22

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT

* 14 0 7 0 2 4 * 7 1 2 0
* 11 2 2 1 2 5 * 17 0 7 3

3 0 1 1 0 6 * 7 0 3 1
* 22 2 8 0 2 7 * 3 0 0 3
* 11 0 4 3 3 8 0 0 0 0
* 12 0 6 0 4 9 * 6 0 2 2

- - - - - 10 2 0 1 0
2 0 1 0 0 11 0 0 0 0

12 0 6 0 2 12 - - - -
0 0 0 0 2 13 4 0 2 0
- - - - - 14 - - - -
0 0 0 0 0 15 0 0 0 0
- - - - - 16 0 0 0 0
0 0 0 0 1 17 2 0 1 0
- - - - - 18 - - - -
0 0 0 0 0 19 - - - -
0 0 0 0 0 20 - - - -
0 0 0 0 1 21 - - - -
          
          

0
87 4 35 5 19 48 1 18 9

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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 成田 大智

 鬼塚 慧

 島内 杏樹

 國分 碧馬
 長崎 善太
 佐藤 光
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東京都新人大会男子決勝、成立学園対実践学園の一戦。
第1Q、両チームともにオールコートマンツーでスタート。成立学園は速いボール回しから#5を中心
とした攻めで加点していく。対する実践学園は#5のゴール下を中心に得点を奪う。第1Q、21対9成
立学園リードで終了。
第2Q、成立学園は激しいディフェンスでチャンスを作り、トランジションから#1,#5のフィニッシュで突
き放しにかかる。対する実践学園は#9の３Pシュート、#5のゴール下で得点を奪うも成立学園の厳
しい守りに苦しいシュートが続く。39対17成立学園リードで前半終了。
第3Q、成立学園は早い展開からミドルシュート、リバウンドからのシュートなど内外バランスよく加
点していく。実践学園はシュートをねらいにいくが単発なシュートが続く。成立学園の勢いは止まら
ず第3Q、63対26成立学園リードで終了。
第4Q、実践学園はボールプレッシャーを強め＃8のドライブ、＃4の3Pシュートで反撃にかかる。対
する成立学園は焦ることなく落ち着いたボール運びで展開していく。成立学園の勢いが最後まで
続き最終スコア87対48で成立学園の勝利となった。東京都新人大会は成立学園の初優勝となっ
た。両チームとも最後まであきらめない姿勢は中学生らしい見応えのあるゲームであった。
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 村田 康太

期　　　日： 2025(R07)年2月16日 (日)

開始時間： 14:30

 持田 想人

 鳴海 敢太

○

87

 岩鼻 琉哉

終了時間：

 内田 雄大

15:53

 中村 優斗

選手名

 山口 陽光
 大槻 琥珀

NO.

実践学園●

48
(北)

成立学園

(中野)

 渡辺 拓真

F

1
1 バーケット 彗

 島野 正紀
選手名

1

HC

 白木 斗真

 澤田 朋矢
 安並 昊大
 長島 慶典

 武藤 悠
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 松本 清太
 大山 凌空

18

 芝田 琉晟

 宮坂 諒大

 戸田 遼平
 鹿嶋 陽斗

 秋元 恭助
 大村 直輝

 本郷 颯麻

 堀内 煌大

 池上 直杜

 張 凱博

大会名称：

開催場所：

試合区分：

 
第７６回東京都中学校バスケットボール新人大会

駒沢屋内球技場　Aコート

男子 決勝

主審：

副審：

 

HC高瀨 俊也
 

高山 結斗

 
 

  
 

東京都中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート
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